
        
                           

 
    平成 23 年 5 月 10 日 

各 位 
会社名 イ ー ・ ア ク セ ス 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役会長 千 本  倖 生 
（コード番号：9427 東証一部） 

問合せ先 常務執行役員兼経理本部長 山中 初 
（TEL 03-3588-7570） 

                    

業績予想の修正及び非現金性の特別損失並びに 

繰延税金資産の計上に関するお知らせ 
 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 5 月 12 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いた

します。配当予想につきましては変更ありません。また、非現金性の特別損失並びに繰延税金

資産を計上することとなったため、あわせてお知らせいたします。 
なお、平成 23 年２月 24 日付プレスリリース「子会社（イー・モバイル株式会社）の吸収合

併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ」にてお知らせいたしましたとおり、当社グルー

プの競争力の強化、経営の一層の効率化を目的とし、平成 23 年３月 31 付でイー・モバイル株

式会社（以下「イー・モバイル」）との合併を完了しております。 
 

記 
 
平成 23 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 
(1) 連結業績予想数値の修正 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 一株当たり当

期純利益（円） 
前回発表予想（A） 190,000 25,000 12,600 9,000 2,894.74 
今回修正予想（B） 181,000 14,500 5,000 14,500 4,744.13 
増 減 額（B―A） △9,000 △10,500 △7,600 5,500  
増 減 率（％） △4.7 △42.0 △60.3 61.1  
【ご参考】前期実績 
（平成 22 年 3 月期） 83,067 19,151 10,828 4,148 2,762.06 

 
 
(2) 個別業績予想数値の修正 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 一株当たり当

期純利益（円） 
前回発表予想（A） 73,000 16,800 14,100 8,400 2,751.89 
今回修正予想（B） 70,500 17,000 15,500 △18,500 △6,298.98 
増 減 額（B―A） △2,500 200 1,400 △26,900  
増 減 率（％） △3.4 1.2 9.9 ―  
【ご参考】前期実績 
（平成 22 年 3 月期） 77,029 17,395 15,027 10,015 6,834.42 

 



        
                           

（注） 平成 22 年 7 月 1 日に当社がイー・モバイルを株式交換により完全子会社といたしま

したが、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 20 年 12 月 26
日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基

準適用指針第 10 号 平成 20 年 12 月 26 日）上は、イー・モバイルが当社を取得したも

のとする「逆取得」に該当するため、当期の連結財務諸表はイー・モバイルの財務諸表

が基準となっております。そのため、当期の連結業績は、イー・モバイルの平成 22 年 4
月 1 日から平成 23 年 3 月 30 日の業績に、当社の 9 ヶ月分（平成 22 年 7 月 1 日から平

成 23 年 3 月 31 日）の業績を連結した金額となっております。 

なお、前期はイー・モバイルが持分法適用関連会社であったことから、イー・モバイ

ルの売上高及び営業利益は連結業績に反映されず、イー・モバイルの当期純損失の当社

持分（38.28%）のみが連結上の営業外損失として計上されております。 

 
 
修正の理由 
【連結業績予想について】 

売上高につきましては、イー・モバイルの端末販売台数及び ARPU（一加入当たり月額利

用料）が前回予想を下回ったため、前回予想を 9,000 百万円下回る 181,000 百万円に修正い

たします。営業利益及び経常利益につきましては、モバイル事業における今後の端末販売戦

略の見直しに伴い、棚卸資産の評価損失（9,199 百万円）を売上原価に計上したため、営業

利益は前回予想を 10,500 百万円下回る 14,500 百万円に、経常利益は前回予想を 7,600 百万

円下回る 5,000 百万円に修正いたします。当期純利益につきましては、前述の棚卸資産評価

損及び非現金性の特別損失（後述）を計上する一方で繰延税金資産計上（後述）に伴う法人

税等調整額を計上するため、前回予想を 5,500 百万円上回る 14,500 百万円に修正いたしま

す。 
 

特別損失（非現金性）の計上 
(1) 長期前払費用一括償却 

平成 23 年３月 31 日付プレスリリース「リファイナンス完了に関するお知らせ及びこ

れに伴う非現金性の特別損失の計上に関するお知らせ」にてお知らせいたしましたとお

り、当社の 100%子会社であったイー・モバイルの借入債務のリファイナンスを実行し

たことに伴い、当該借入契約にかかる長期前払費用の未償却残高（2,552 百万円）を一

括償却いたします。 
 

(2) 固定資産除却損 
前述のとおり、モバイル事業における今後の端末販売戦略の見直しに伴い、棚卸資産

の評価損失を売上原価に計上いたします。平成 23 年３月期決算における固定資産除却

損（2,217 百万円）には、当該端末の一部に関連するシステム設備（1,966 百万円）を含

みます。 
 

(3) 投資有価証券評価損 
当社が保有する投資有価証券のうち、実質価額が著しく低下したものについて、減損

処理による投資有価証券評価損（2,537 百万円）を計上いたします。 
 

繰延税金資産の計上 
平成 23 年３月 31 日付で子会社のイー・モバイルを吸収合併したことに伴い、法人税法に

基づき、平成 23 年３月期に同社の繰越欠損金額が当社に引き継がれました。 
今般、今後の業績見通しを踏まえ、「繰延税金資産の回収可能性の判断に関する監査上の取

扱い」（日本公認会計士協会監査委員会報告第 66 号）に基づき慎重に検討した結果、繰延税

金資産（19,969 百万円）を計上することとし、これに伴う法人税等調整額（17,023 百万円）

を戻入れいたします。 



        
                           

 
 

【個別業績予想について】 
売上高につきましては、主にデバイス事業におけるイー・モバイルへの端末販売台数が前

回予想を下回ったため、前回予想を 2,500 百万円下回る 70,500 百万円に修正いたします。

営業利益は前回予想を 200 百万円上回る 17,000 百万円に、経常利益は前回予想を 1,400 百

万円上回る 15,500 百万円にそれぞれ修正いたします。当期純利益につきましては、前述の

投資有価証券評価損及び抱合せ株式消滅差損（後述）等の特別損失計上額が法人税等調整額

を上回り、前回予想の 8,400 百万円の純利益から 18,500 百万円の純損失に修正いたします。 
 

特別損失（非現金性）の計上 
(1) 抱合せ株式消滅差損 

平成 23 年３月 31 日付で子会社のイー・モバイルを吸収合併したことに伴い、合併効

力発生日（平成 23 年３月 31 日）における被合併子会社（イー・モバイル）の純資産と

当社が所有する子会社株式の帳簿価額との差額を抱合せ株式消滅差損（47,931 百万円）

として計上いたします。 
なお、当該抱合せ株式消滅差損につきましては、連結上は消去されるため、連結業績

に与える影響はありません。 
 

 
（注） 上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであるため、

リスクや不確実性を含んでおり、現実に上記どおりの業績をあげることができるこ

とを保証するものではありません。実際の業績は、様々な要素によりこれら業績予

想とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。従いまして、これ

らの業績見通しのみに全面的に依拠して投資判断されることはお控えいただきます

ようお願いいたします。 
 

以上 
 


